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［2019年版赤米栽培マニュアル］ 

９月の赤米作り 
 

●９月の赤米稲作りのポイント 

 赤米作りも、いよいよ最終段階に入ってき

ました。今月は赤米稲にも花が咲いて、稲穂

が稔り始めます。豊かな収穫の秋を迎えるた

めに、今回は出穂・開花期の諸注意を解説し

ておきましょう。 

 

●出穂・開花期の赤米稲 

 赤米稲の出穂・開花はたいていの場合、９

月初旬頃にいっせいに始まり、いっせいに終

わります（品種によっては７～８月に開花す

るものもあります）。苗の草高はこの時点です

でに１ｍを越え、１ｍ20 ㎝～１ｍ50 ㎝ほど

になっていますが、茎の先端に細くて短い、

槍のように尖った最後の葉が、１枚あらわれ

ます。これを「止め葉」といい、これが出て

くると、いよいよ出穂が始まるサインです。

出穂の当日朝、止め葉の根元から稲穂が伸び

出してきますが、赤米稲の穂には長い芒があ

るので、まずはその芒の先端が姿をあらわし

ます。赤く細いブラシの毛のようなものが、

茎の先から飛び出しているのが見えましたら、

いよいよ出穂の始まりです。 

 ものの２～３時間で、穂はスルスルと伸 

び出して完全に止め葉の根元から離れ、ピン

とまっすぐに立った状態で、その全容をあら

わします。時には長い芒が茎の先端部にひっ

かかって、うまく出穂できないこともありま

すが、人間が手伝ってやらなくとも、自然に

内側から押し出されていきますので、放って

おきましょう。農家では稲穂を傷つけること

のないようにと、出穂・開花時には決して田

に入らないそうです。 

 

写真９ 赤米稲の開花 

 

１本の稲穂は、この日の夕方までには出穂

が完了し、早いものではその日のうちに開花

を始めますが、たいていは翌朝から花が開き

ます。穂の上の方から蕾が縦に割れ、中から

白い雄しべが外に飛び出します（写真９～10）。

開花は上から下へと順に進んでいきますが、

ひとつの花の開花時間はわずか１時間ほどで、

すぐに開花が終了します。とはいえ、１本の

穂にはたくさんの花がついていますから、上

から下へと次々に順番に開花していくので、

つねにいくつかの花が開いており、１～２日

間は開花を観察することができます。一つ一

つの花は開花中に自家受粉をおこない、雄し

ベの花粉が雌しべに付着して受粉がおこなわ

れるのです。こうして受粉を終えると花は閉

じ、あとは結実・登熟へと向かいます。この

ように、赤米稲の出穂・開花はほぼ同時進行

でおこなわれていきます。 
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●出穂・開花期の水の管理 

 出穂・開花期のミニ田んぼの水位は最大限 

にまで上げ、たっぷりと水を入れてやりま 

しょう。この時期の水不足・土の乾燥は禁物

です。プランターやバケツの水漏れがないか

どうか、よくチェックして、つねに水を深く

満たすようにしてやって下さい。 

 赤米稲の稲穂は、開花後４～５日で穂がば 

らけ、傾いて垂れ始めます。さらに 10 日も

たちますと、すっかり実が入って稲穂が重く

なり、ダラリと垂れ下がります。すべての稲

穂が垂れ下がり、十分に実が入ると、もう田

に水は不必要です。ミニ田んぼの水を完全に

落とし、田を干して下さい。その後は、稲刈

りの時の水田の土の状態に持っていけばよい

のみで、これ以降はミニ田んぼにまったく水

を入れないで下さい。赤米稲の稲穂は、開花

後１ヶ月で完全に実が熟しますので、ようや

く稲刈りをすることができます。 

 

●品種別の隔離 

 さて、ここで気をつけねばならないこと 

がひとつあります。それは赤米稲の各品種の 

花粉が混じり合って交雜することのないよう

に、それぞれのミニ田んぼを互いに離して隔

離するということです。複数の品種を同時に

栽培しておられる方々は、出穂・開花が始ま

ったならば、ただちにその措置を取って下さ

い。プランタ－やバケツを移動させ、互いに

それぞれの品種が隣接しないように、離して

置いて下さい。 

 かつて通常稲の水田には赤米がよく混入し、 

それを根絶するために農家は非常に苦心を 

重ねてきました。品種どうしの隔離が不徹底

ですと、そのようなことも起こり、湿地の深

田や寒冷地での稲作に大きく貢献してきた赤

米稲が、悪者・雑草扱いされてしまう結果を

もたらしました。そこで私たちもまた、品種

別隔離をきちんとやっておく必要があるわけ

なのです。 

通常稲の田への赤米の混入現象は、実際 

には両者の交雑によって生じることはほとん

どないといわれています。赤米稲は通常稲よ

りもずっと早い時期に開花し、開花期が重な

らないので、交雜する可能性はきわめて低い

わけです。しかも、すでに述べたように、稲

の生殖は自家受粉によってなされるものです

し、ひとつの稲の花の開花時間はわずか１時

間に過ぎず、その間に他の株の花粉を雌しべ

が受粉する機会は（まったくないとはいえま

せんが）、まずほとんど起こらないといってよ

いのです。とはいえ、万一の可能性に備えて

おくということは大切で、品種間の交雑を防

止し、品種の純血性を保つためにも、隔離を

おこなう必要があるわけなのです。また、隣

り合うミニ田んぼの赤米稲からこぼれた種子

が、土の中にまぎれて残存することもありま

すから、それをふせぐためにも隔離は必要で

す。 

赤米は野生稲・雑草特有の性質を持ってい

て、その実は非常に脱粒性が高く、ぼろぼろ

とこぼれて散りやすいのです。田の土に残さ

れた赤米の種子が翌年発芽し、別品種と混じ

りあうことも考えられます。特に種子島種や

武蔵国分寺種などは非常に脱粒性の高い品種

ですので、収穫前にかなり多量の種子が穂か

らこぼれ落ちます。厳重な隔離をおこなって

下さい。それぞれのミニ田んぼには、つねに

単一の品種のみを栽培するようにし、その純

潔性を厳格に維持していっていただきたいと

思います。 

 

●風倒防止対策について  

出穂・開花時の防風対策は特に重要です。                                       



赤米ニュース №270 

2160 

 

図６ 風倒防止用の支柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草高も伸びてますます風害を受けやすくな                                           

ってきている赤米稲の苗に、強風が当たって

茎が傾いたり、倒れたりすることは、何とし

ても避けなければなりません。これは出穂後

の苗にかぎらず、その直前の穂ばらみの段階

についてもいえることで、いったん風で倒れ

た稲はまずほとんど結実しませんし、稔った

にせよ中身のない空籾になってしまいます。

台風の接近時に、バケツごと屋内に避難させ

ることはいうまでもありませんが、ミニ田ん

ぼそのものにも風よけ紐を張って、茎や葉が

風の影響を受けることのないように、守って

やるとよいのです。あまり強い風の当たらな

い場所ならば、特にこれをおこなう必要はな

いのですが、心配であればやって下さい。風

よけ紐の掛け方は、各自工夫していろいろや

ってみるとよいでしょう。ここではその一例

を紹介します。                                                                

 これはもっとも簡単な方法で、ミニ田んぼ

内に何本かの支柱を立てて間に紐を張り、稲

を支えてやるやり方です（図６）。支柱                                           

は木や竹の棒を何本か立てればよいのですが、

もっとも具合のよいのは朝顔などをからませ

るための、園芸店で売っているあの緑色の園

芸用支柱です。紐は荷造り用の紐でよく、支

柱の間に張りめぐらせて粗い網状にします。

紐を張る高さは、ちょうど稲の穂首の下あた

りの位置がよく、あまり低すぎては効果があ

りません。稲穂が紐の上に顔を出すくらいの

高さが適当です。こうしてやれば、多少の強

風でも紐が支えてくれますので、稲が倒れた

りすることがありません。 

 さあ来月には、いよいよ待ちに待った稲刈

りを迎えることになります。収穫の秋を、大

豊作の喜びで迎えようではありませんか。も

う一息ですから手抜きをせず、ラストスパー

トをともに頑張りましょう！ 

―――――――――――――――――――― 

おしらせ 
 

●わんぱく学校・赤米会の畑は順調 

武蔵国分寺跡地内にある「わんぱく学校」

の赤米畑では、先日の種まき以来、すでに１

ヶ月以上が経っています。その後、赤米稲は

すぐに発芽をし、ぐんぐんと苗が伸びて急成

長を続けており、７月初旬の時点で、50～60

㎝にまで育っております。もう少し、雨が多 

 
赤米会の赤米稲は順調に育っています 
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こちらは「わんぱく学校」の畑です 

 

く降ってくれれば、もっとよく生育すること

でしょうが、東京では梅雨入り以来、晴天続

きで、雨不足の状態が続いています。一方、

わんぱく学校の畑に隣接する南側の国分寺赤

米会の畑でも、きわめて順調に赤米稲が成長

しており、見事な陸稲畑となっております（写

真参照）。５月の種まき以来、すでに数回にわ

たって除草作業などもなされているとのこと

です。皆さん、お近くにお寄りの際は、ぜひ

これらの赤米畑をご覧になってみて下さい。 

 

●恋ヶ窪公民館ではバケツ方式 

国分寺市内の恋ヶ窪公民館でも、赤米稲が

順調に生育中です。同公民館では本年の場合、

昨年よりはやや規模を縮小して、バケツ栽培

方式での赤米作りがおこなわれており、２階 

 
10個のバケツが並びました 

中庭に 10 個の「マイ・バケツ」を並べ、赤

米セミナーレのメンバー10人が、赤米稲を 

育てておられます（写真参照）。 

―――――――――――――――――――― 

おたより 
 

●猛暑が心配です（川口哲秀） 

芒種の候、『赤米ニュース』ありがとうご

ざいます。６月５日、小さい田に苗を植えま

した。６月で７月の気温と言ってます。猛暑

になるのでしょうか。心配です。昔の人たち

も自然の中で作物を作っていたので、がんば

って育てます（6/8：大阪府東大阪市）。 

 

●現在リハビリ中（多久島 實） 

『赤米ニュース』269号ありがとうござい

ました。枚岡神社粥占神事の占記、「お米ギャ

ラリー心斎橋（現在は閉店中）」の資料などを

送ります。私は現在リハビリ中で、車イス使

用中です。今後共よろしくお願いします

（6/4：大阪府大阪市）。 

 

●私は赤米メッセンジャー（安本義正） 

『赤米ニュース』、いつもありがとうござ

います。このたびの第269号には、過分のお

言葉をいただき、恐縮です。今でもあちこち

からご連絡があり、細々と赤米メッセンジャ

ーをやっています。今後とも赤米ファンの輪

が広がることを願っています。退職後は、長

年ほったらかしの家の修理や物の整理片付け

でバタバタしていますが、そのうちに時間が

とれるようになれば、いろんなことにチャレ

ンジしたいと思います。暑さに向かいます。

くれぐれもご自愛ください（6/4：京都府京都

市）。 
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●赤米稲で実験中（高橋寿子） 

その後、稲は丈をのばし、梅雨の空の中、

美しく輝いています。私は実験をしまして、

①バケツの中、②鉢に植えてプランターに半

分沈めた状態のもの、そして③プランターに

ゴーヤと共に植えているという３種を育てて

います。最近、稲の葉の形状が変化し、中心

に細いするどい葉が真すぐ伸びて来ました。

この先どうなっていくのでしょう。楽しみで

す（7/4：東京都国分寺市）。 

―――――――――――――――――――― 

稲の収穫祭と神社信仰（Ⅺ） 

長沢 利明 

 

６ 天皇即位と大嘗祭・つづき 

大嘗宮の建設費は19億700万円にも及び

ます。少しでも費用を節約するために、悠紀

殿・主基殿の屋根を茅葺きから板葺きに変え

たり、建物の規模を前回に比べて２割強縮小

したりして、当初25億円はかかると見込まれ

ていたのを、何とか19億円台にまで抑え込ん

だのだそうですが［読売新聞社（編）,2018b］、

それにしても大変な金額ではないでしょうか。 

たった一度の儀式に用いられるだけで、す

ぐに取り壊されてしまう建物に、巨額の国費

が投じられることには批判が出されても当然

で、平成の時にもおおいに物議をかもし、い 

 

写真17 大嘗宮の悠基殿 

 
写真18 大嘗宮の主基殿 

 

写真19 大嘗宮の小忌幄舎 

 

くつかの訴訟すら起こされたことを私たちは

覚えています。大嘗祭は誰が見ても皇室主催

の私的で宗教的な儀式なのですから、多額の

国費がそこに支出されることは、憲法の定め

る政教分離の原則に抵触し、相当な無理があ

るわけで［横田,1990:pp.126-128］、もっともな

反対意見といえるでしょう。政府の見解では、

新天皇の即位の礼は国事行為であるが、宗教

色の強い大嘗祭は皇室の私的な行事に属する

ので、国事行為としては認められず、そのた

めの費用には、皇室の公的活動をまかなうた

めの宮廷費をあてることにしたというのです。

しかし、これもかなり苦しい解釈で、結局は

国費が支出されるわけなのですから、自己矛

盾だといわれても仕方ありません。 

この点について大変注目されるのは、2018

年11月における秋篠宮殿下の発言です。それ
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は、「大嘗祭は皇室の私的活動費である内廷会

計でおこなうべきである」との意見表明で、

そのようにして憲法規定との矛盾をクリアし

つつ、しかも「身の丈に合った形式でおこな

うのが本来の姿」であるとし、過大な出費は

つつしむべきであるとまで、殿下は言われた

のです。長年の慣習を破って生前退位を表明

し、スムースな皇位継承の道を切り拓かれた

今上天皇の英断にも等しい、それは勇気ある

発言ではなかったでしょうか。この私などは、

まったくこの秋篠宮殿下の意見に賛同致しま

すし、それは次の次に天皇になられるお方の

発言なのですから、重く受けとめねばならな

いと思います。しかるに、この発言に対し、

宮内庁の長官らは「まったく聞く耳を持たな

かった」とも、殿下は言っておられるのでし

て、大きな問題がそこに残されているのです。 

私たち日本国民は、日本国憲法の唱える崇

高な民主主義の精神にもとづいて、わが国の

豊かで平和な社会をさらに発展させていかな

ければなりません。大嘗祭を取り巻く諸問題

には、政教分離の問題が深くかかわっている

のですから、見過ごすことはできないでしょ

う。国民そして納税者の一人一人が真剣にこ

の問題を考えていかなければならないと、私

は思います。本物の大嘗宮を、皆さんにぜひ

その目で見ていただきたいと、先ほど私がお

すすめしたのは、実はそのためでもあります。

このような特別で巨大な施設を設けていとな

まれる天皇の一世一代の大儀式とは何なのか、

どのようにそれはなされていくべきなのか、

などなどといったことをも、それを見ながら

ぜひ皆さんに考えてみていただきたいのです。

それは、あるべき皇室の未来の姿を、さらに

は国民統合の象徴たる天皇をいただく日本と

いう国の将来を、考えていくことにもつなが

っています。 

おわりに 

 今日はずいぶんあちこちに話が飛んでしま

い、少々まとまりを欠きましたが、稲の収穫

とその感謝祭をめぐる諸問題には、日本固有

の神社信仰と、その最高位の祭祀主体者であ

る天皇の祭りということが大きく関わってく

るので、実はとても大きなテーマがそこに横

たわっているのです。話が大きくなってしま

い、あちこちに飛んでしまうのも仕方ないわ

けなのでして、その点をご理解願えれば幸い

です。今年はまた平成時代が終わり、新たな

時代が始まるという、大きな区切り目の年で

もあるため、あえて大嘗祭の問題などにも言

及してみました。 

日本人は稲とともに生きてきた民族で、稲

というものに格別な思い入れを抱いており、

それは単なる主食穀物であるということ以上

に特別な存在であったといわれております。

民間の年中行事暦にも、色濃く稲作儀礼の体

系が反映されていますが、皇室や伊勢神宮の

祭事暦には特にその傾向が強くあらわれてお

ります。そもそも皇室行事というものは徹頭

徹尾、稲作儀礼に傾いたものとなっているの

でありまして、その最重要の地位を占める行

事が年間最大の皇室行事である新嘗祭なので

した。いかに皇室がそれを重視・特別視して

きたかは、一世一代の天皇即位儀礼が、新嘗

祭の特別版である大嘗祭の挙行をもって完了

することから見ても、あまりに明らかです。 

皇室の新嘗祭と一般のそれとは、かなりそ

の内容が異なっておりますが、江戸時代まで

はもっと大きな違いが見られたはずです。全

国津々浦々の神社でおこなわれてきた秋祭り

や霜月祭りは、実は民間版の新嘗祭であった

わけなのでして、要するにそれらは、新穀を

神前に供えて感謝をするという素朴な収穫感

謝祭の行事だったのです。明治時代における
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国家神道の制度の完成にともない、皇室行事

の独特な体系が全国にゆきわたっていって、

どこの神社でも今見るような形での新嘗祭が

なされるようになりましたが、それ以前に見

られた素朴な収穫感謝祭のあり方にも、目を

向けていって見る必要があります。なぜなら

ば、そこにこそ、本当の意味での民間版新嘗

祭の姿が残されているのでして、特に対馬や

種子島そして岡山の古社などに細々と伝えら

れてきた、いわゆる赤米神事というものの持

つ大切な意味と価値なども、そのような方向

からとらえ直し、再評価がなされていくべき

ものであるに違いないと、私は考えているの

です。長いお話になりましたが、ご静聴あり

がとうございました。       （完） 

 

［付記］ 

本稿は東京都国分寺市の恋ヶ窪公民館の主催によっ

て開催された、赤米講座における筆者の講演内容を加

筆してまとめ直したものである。講座は「いにしえの

お米に学ぶ―収穫と氏神様―」と題し、2018年10月

11日（木）に東京都国分寺市西恋ヶ窪4-12-8の恋ヶ

窪公民館講座室Ⅱにおいておこなわれた。講演にあた

っては、同館社会教育主事の梅原 薫さんをはじめと

する多くの方々から多大なご協力をいただいたので、

ここに記して深謝申し上げる次第である。 
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［表紙解説］ ニッポン寿司列島⑨―柿の葉寿

司（和歌山県）― 

和歌山県は寿司王国で、県内各地に伝統的

な郷土食としての名物寿司がいろいろ見られ

る。中でもユニークなのは柿の葉寿司であろ

う。鯖や鱒の押し寿司を、若い柿の葉で一つ

ずつ包んで巻いた珍しい寿司で、このような

ものは他県にはまったく見られない。柿の葉

には食品の防腐効果があるという。また、柿

の若葉の香りが寿司に移って、何ともすがす

がしい。最近では東京でも売られている。寿

司をひとつ手に取って、柿の葉を剥く時、中

から何の寿司が出てくるかがお楽しみで、い

ろいろな寿司がそこに入っている。 


